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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年1月17日(2013.1.17)

【公開番号】特開2012-40024(P2012-40024A)
【公開日】平成24年3月1日(2012.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-009
【出願番号】特願2011-258048(P2011-258048)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  19/00    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  16/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月16日(2012.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　形態（Ａ）－Ｍ－（Ａ’）の２つの融合ポリペプチドから形成されるダイマーを含むＴ
ｉｅ－１レセプターを活性化するための組成物であって、ここで、成分Ａおよび成分Ａ’
は各々が、Ｔｉｅ－１を結合し得る単鎖可変フラグメント（ｓｃＦｖ）抗体であり、そし
て、成分Ｍは、ＩｇＧのＦｃドメインを含むマルチマー化成分であり、該ダイマーは、４
つより多くのＴｉｅ－１レセプターに結合し、クラスター形成し得る、組成物。
【請求項２】
　ＡおよびＡ’が異なるｓｃＦｖである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ＭがヒトＩｇＧ１のＦｃドメインを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記２つの融合ポリペプチドの各々が、ｓｃＦｖ２－１Ｇ３－Ｆｃ－ｓｃＦｖ１－１Ｆ

１１（配列番号５１)を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記２つの融合ポリペプチドの各々が、ｓｃＦｖ１－１Ｆ１１－Ｆｃ－ｓｃＦｖ１－１

Ｆ１１（配列番号５０）を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　形態（Ａ）－Ｍ－（Ａ’）の２つの融合ポリペプチドから形成されるダイマーを含むＴ
ｉｅ－１レセプターを活性化するための組成物であって、ここで、成分Ａは、Ｔｉｅ－１
を結合し得る単鎖可変フラグメント（ｓｃＦｖ）抗体であり、成分Ｍは、ＩｇＧのＦｃド
メインを含むマルチマー化成分であり、そして、成分Ａ’は、Ａｎｇ１またはＡｎｇ２の
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フィブリノゲンドメインであり、該ダイマーは、４つより多くのＴｉｅ－１レセプターに
結合し、クラスター形成し得る、組成物。
【請求項７】
　成分Ａ’がＡｎｇ１のフィブリノゲンドメインである、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　成分Ａ’がＡｎｇ２のフィブリノゲンドメインである、請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　ＭがヒトＩｇＧ１のＦｃドメインを含む、請求項６に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記２つの融合ポリペプチドの各々が、ｓｃＦｖ１－１Ｆ１１－Ｆｃ－ＦＤ１（配列番
号５２)を含む、請求項６に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記２つの融合ポリペプチドの各々が、ｓｃＦｖ１－１Ｆ１１－Ｆｃ－ＦＤ２（配列番
号５３）を含む、請求項６に記載の組成物。
【請求項１２】
　形態（Ａ）－Ｍ－（Ａ’）の２つの融合ポリペプチドから形成されるダイマーを含むＴ
ｉｅ－２レセプターを活性化するための組成物であって、ここで、成分Ａおよび成分Ａ’
は各々が、Ｔｉｅ－２を結合し得る単鎖可変フラグメント（ｓｃＦｖ）抗体であり、そし
て、成分Ｍは、ＩｇＧのＦｃドメインを含むマルチマー化成分であり、該ダイマーは、４
つより多くのＴｉｅ－２レセプターに結合し、クラスター形成し得る、組成物。
【請求項１３】
　ＡおよびＡ’が異なるｓｃＦｖである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　ＭがヒトＩｇＧ１のＦｃドメインを含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記ダイマーが、各々がｓｃＦｖＡ１２Ａ－Ｆｃ－ｓｃＦｖＢ２（配列番号２８)を含
む２つの融合ポリペプチドから形成される、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記ダイマーが、各々がｓｃＦｖＢ２－Ｆｃ－ｓｃＦｖＢ２（配列番号２９）を含む２
つの融合ポリペプチドから形成される、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１７】
　形態（Ａ）－Ｍ－（Ａ’）の２つの融合ポリペプチドから形成されるダイマーを含むＴ
ｉｅ－２レセプターを活性化するための組成物であって、ここで、成分Ａは、Ｔｉｅ－２
を結合し得る単鎖可変フラグメント（ｓｃＦｖ）抗体であり、成分Ｍは、ＩｇＧのＦｃド
メインを含むマルチマー化成分であり、そして、成分Ａ’は、Ａｎｇ１またはＡｎｇ２の
フィブリノゲンドメインであり、該ダイマーは、４つより多くのＴｉｅ－２レセプターに
結合し、クラスター形成し得る、組成物。
【請求項１８】
　成分Ａ’がＡｎｇ１のフィブリノゲンドメインである、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　成分Ａ’がＡｎｇ２のフィブリノゲンドメインである、請求項１７に記載の組成物。
【請求項２０】
　ＭがヒトＩｇＧ１のＦｃドメインを含む、請求項１７に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記２つの融合ポリペプチドの各々が、ｓｃＦｖＢ２－Ｆｃ－ＦＤ１（配列番号３０）
を含む、請求項１７に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記２つの融合ポリペプチドの各々が、ｓｃＦｖＢ２－Ｆｃ－ＦＤ２（配列番号３１）
を含む、請求項１７に記載の組成物。
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